
給付管理単位数列の（ ）内の数字がサービス毎の合計単位数です。

その合計が区分支給限度基準額を超過するかを判断する単位数です。

この差が超過する給付管理対象の

単位数になります。

16765 - 17512 = -747

同一建物減算を算定する場合に

「給付管理単位数」列が表示されます。

「給付管理単位数」には、通常の単位数が記載されます。


